


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Ｓ:資 料 を 読
み，答える
Ｔ:発問する
Ｓ:隣 の 人 と
ワークシー
トにまとめ
る
資料をもとに，ベトナム戦争の要
因を分析しよう。
構造的国際紛争と言われるような
戦争は何が理由で起こりうるとい
えるか。
隣の人と一緒に考えよう。
③
戦
争
の
要
因
を
分
析
⑤
反
証
例
を
理
解
展
開
３
アメリカは東西冷戦の
枠組みでしかベトナム
を見ていなかった。
もっと民族の願いを理
解する必要がある。
他国の支援は必要であ
るが,自国のことは自
国で決めることができ
るようにすべき。
ワ ー ク
シート
Ｔ:発問する
Ｓ:ワークシー
トに記入す
る
平和的な解決策を考えよう。⑥「平和」概
念の再構
築
略展
開
４
Ｔ:発問する
Ｓ:答える
Ｔ:説明する
Ｓ:新聞をもと
に考察し，レ
ポートにま
とめる
これまでにみなさんが書いた平和
の概念を見てみよう。変化はあっ
ただろうか。
新聞を読み，戦争や紛争に関わる
記事を見つけよう。これからの世
界においてどのような要因のもと
戦争が起こりうるのか。また，そ
のような戦争をしないための平和
的な解決策も考えよう。
⑦再構築し
た概念
ま
と
め
【教授・学習用資料】
資料１ 日本製の宣伝のビラ，アジアは協力して欧米を追いだそうという内容，『プロムナード日本史』浜島書店，２０１０年，p.１８９
資料２ １９３０年代のポスター・紙芝居，文部省・国民精神総動員中央連盟「すすめ長期建設へ・国民精神総動員」／帝国政府「挙国一致・国民精
神総動員」，山中恒『「図説」戦争の中の子どもたち』河出書房新社，１９８９年，２４ページ，同書口絵
資料３ ベトナム戦争の背景，石川文洋『ベトナム戦争と平和』岩波書店，2005年，pp.ⅰ～ⅴ
資料４ 枯れ葉剤の影響，ドク君・ベト君（写真），石川文洋『ベトナム戦争と平和』岩波書店，2005年，ｐ.136
資料５ ドミノ理論，「将棋倒し理論」ともいう。ある地域において戦略的に重要な１国が共産主義化すれば，隣接諸国がドミノ倒しのように連続
的に共産主義化することになるという考え方。1954年アメリカの Ｄ.アイゼンハワー大統領が南ベトナムのゴ・ジン・ジェム政権への経済援助
を正当化する際に初めて用いた。
（以下，略）
Ⅷ 本研究の成果と課題
本研究の目的は，社会問題の探究に向かう力を
培う，中学校社会科公民的分野総括単元「平和」
概念の批判的形成をめざす授業を開発すること
であった。
本研究の成果は以下の２点が挙げられる。第１
に，多くの人がそこに問題があるとは思わない
「平和」という概念を，社会問題として捉えて，
単元の開発を行ったことである。「平和」の概念
を作ることによって，社会問題を探究することに
なるように単元を構成した。中学校３年生の総括
単元において実施することにより，既習事項を活
用し，社会問題の探究に向かっていく。第２に，
概念の批判的形成学習の理論を示したことであ
る。先行研究の分析を通じて，概念の反証可能性
が担保されていること，子どもの主体性を確保す
ることが必要だと感じた。概念の批判的形成学習
では，形成した概念の反証をし，概念の再構築を
する。その過程を繰り返すことにより，概念をよ
り成長させていくことができる。また，反証の過
程では，資料の読み取りや，討論をすることで，
より深い子どもによる主体的な学びが可能とな
る。
本研究の課題は以下の２点が挙げられる。第１
に，本研究では開発した単元の実践を行っていな
いため，その実践の可能性が検証できない点であ
る。実際の授業では，学級の様子を把握すること
も必要となり，授業の展開も状況において変更す
べき点も出てくるだろう。第２に，本研究では，
戦争の要因分析をする際に教師が資料の提示を
する。生徒が既習事項の活用もするが，教師の指
示が多く誘導のようになってしまう。
以上の課題を克服して実践をし，今後も研究を
続けていく。以上が本研究の成果と課題である。
【註】
ⅰ 岩内亮一『社会問題の社会学』学文社，1990年，p.7。
ⅱ ヨハン・ガルトゥング，藤田明史『ガルトゥング平和学
入門』法律文化社，2003年より整理した。
ⅲ ジョセフ・Ｓ.ナイ、デイビッド・Ａ.ウェルチ『国際紛
争－理論と歴史－』有斐閣、2012年より整理した。
ⅳ 板倉聖宣『おかねと社会』仮説社，1982年。
ⅴ 原田智仁『世界史教育内容開発研究』風間書房，2000
年。
ⅵ 佐藤章浩「小学校社会科における経済概念の形成―第３
学年単元『スーパーマーケットのひみつをさぐろう』を事
例に―」全国社会科教育学会『社会科研究』第73号，2010
年。
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